
資料6－7

日野川総合水系環境整備事業



 

 

【様式-1】 

河川事業の再評価項目調書 

事業名（箇所名） 日野川
ひ の が わ

総合水系環境整備事業 

実施箇所 日野川直轄管理区間内 

当該基準 再評価実施後一定期間（3 年）が経過している事業 

事業諸元 【水辺整備】 

福市
ふくいち

箇所水辺整備［計画中］ 

   高水敷整正、ワンド、坂路等 

事業期間 平成３１年度～平成 38 年度 

総事業費 2.3 億円 残事業費 － 

目的・必要性 日
ひ

野川
の が わ

は、その源を広島・島根の県境に位置する三国山
み く に や ま

（標高 1,004m）に

発し、法勝寺川
ほっしょうじがわ

と合流し、日本海（美保湾
み ほ わ ん

）に注ぐ、流域面積 870km2、幹川

流路延長 77km の一級河川である。 

日野川の河川敷は、公園緑地、野球場、ラグビー・サッカーコート、グラン

ドゴルフ場等に利用され、チューリップマラソン、全日本トライアスロン大会

等の各種スポーツやイベントの場として親しまれている。一方、雑草が繁茂す

る等により、水辺に近づきにくく、子どもの環境学習や河川利用の促進の場と

して安全に利用できない箇所もある。 

以上の状況により、水辺整備を行う必要がある。 

 

【水辺整備】 

・福市箇所水辺整備 

福市地区は、米子市内の法勝寺川と小松谷川の合流地点に位置し、小学校や
住宅団地が近くにある。法勝寺川福市地区の川岸は、雑草が繁茂する等により、
水辺に近づきにくくなっているため、子どもの環境学習や河川利用の促進の場
として安全に水辺を利用することができない。水辺整備により、子どもの環境
学習や河川利用の促進の場として安全な水辺の利用を図る。 

 
 

便益の主な根拠 【水辺整備】福市箇所水辺整備 ＣVＭ 

全体事業：支払意思額＝21３円/世帯/月、受益世帯数＝15,898 世帯 

事業全体の 

投資効率性 

基準年度 平成２９年度 

 B:総便益 

(億円) 

C:総費用 

(億円) 

B/C B-C 

(億円) 

EIRR 

(%) 

全体事業 7.7 1.9 4.1 5.8 16.5%

残事業 － － － － － 

感度分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 残事業(B/C) 全体事業(B/C) 

残事業費(+10%～-10％) － 3.7～4.5 

残工期(+10%～-10％) － 4.0～4.1 

便益(+10%～-10％) － 4.5～3.7 
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事業の効果等 【福市箇所水辺整備】 

・水辺整備として、高水敷整正、ワンド、坂路等を整備し、水辺に近づきやす

くなり、子どもの環境学習の場として利用できるようになり、河川利用の促進

が図れる。 

社会情勢等の 

変化 

・日野川沿川の米子市・南部町・伯耆町・江府町・日野町・日南町・大山町・日

吉津村の人口・世帯数に大きな変化はみられない。 

事業の進捗状況 ・事業実施に向けて地元自治体等関係者と調整を図っている。 

事業の進捗の見

込み 

【福市箇所水辺整備】 

・地域住民等は河川環境学習や交流の場として水辺整備を期待している。 

・地域住民等も事業計画を議論するための協議会等の設立に向け、協力的であり、

法勝寺川を中心に環境美化活動を実施しているなど、今後、円滑な事業の進捗

が見込まれる。 

コスト縮減や代

替案立案の可能

性 

・水辺整備にあたっては、近隣の工事で発生する土砂を盛土へ流用すること等に

よりコストの縮減を図る。また、維持管理について地域住民等との協力体制を

構築し、コスト縮減に努める。 

対応方針（原案） 継続 

対応方針理由 以上より、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられるため、事業継続
が妥当である。 

今後の事業の実施にあたっては、地域住民等との協力体制を確立するととも
に、コスト縮減に取り組み、効率的かつ効果的な事業の執行に努める。 

その他 
－ 
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土
交
通
省

中
国
地
方
整
備
局

平
成
２
９
年
１
２
月
１
日

日
野
川
総

合
水

系
環

境
整

備
事
業

【
事

業
再

評
価

重
点

審
議

】
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１
．
今
後
の
対
応
方
針
（
原
案
）

２
．
日
野
川
流
域
の
概
要
と
河
川
環
境
に
関
す
る
現
状
と
課
題
・
目
標

４
．
個
別
事
業
の
必
要
性
、
整
備
内
容
、
進
捗
の
見
込
み

５
．
費
用
便
益
分
析
結
果

３
．
総
合
水
系
環
境
整
備
事
業
(
全
体
)
の
事
業
箇
所
と
内
容

事
業
評
価
説
明
の
進
め
方
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１
）

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化

・
日

野
川

沿
川

の
米

子
市

・
南

部
町

・
伯

耆
町

・
江

府
町

・
日

野
町

・
日

南
町

・
大

山
町

・
日

吉
津

村
の

人
口

・
世

帯
数

に
大

き
な

変
化

は
み

ら
れ

な
い

。

○
以

上
よ

り
、

事
業

の
必

要
性

、
重

要
性

は
変

わ
ら

な
い

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
事

業
継

続
が

妥
当

で
あ

る
。

○
今

後
の

事
業

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

地
域

住
民

等
と

の
協

力
体

制
を

確
立

す
る

と
と

も
に

、
コ

ス
ト

縮
減

に
取

り
組

み
、

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
事

業

の
執

行
に

努
め

る
。

・
地

域
住

民
等

は
河

川
環

境
学

習
や

交
流

の
場

と
し

て
水

辺
整

備
を

期
待

し
て

い
る

。

・
地

域
住

民
等

も
事

業
計

画
を

議
論

す
る

た
め

の
協

議
会

等
の

設
立

に
向

け
、

協
力

的
で

あ
り

、
法

勝
寺

川
を

中
心

に
環

境
美

化
活

動
を

実
施

し
て

い
る

な
ど

、
今

後
、

円
滑

な
事

業
の

進
捗

が
見

込
ま

れ
る

。

③
コ

ス
ト

縮
減

や
代

替
案

立
案

の
可

能
性

・
水

辺
整

備
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

近
隣

の
工

事
で

発
生

す
る

土
砂

を
盛

土
へ

流
用

す
る

こ
と

等
に

よ
り

コ
ス

ト
の

縮
減

を
図

る
。

ま
た

、
維

持
管

理
に

つ
い

て
地

域
住

民
と

の
協

力
体

制
を

構
築

し
、

コ
ス

ト
縮

減
に

努
め

る
。

１
．

再
評

価
の

視
点

２
）

事
業

の
投

資
効

果

３
）

事
業

の
進

捗
状

況

・
費

用
便

益
比

全
体

事
業

（
Ｂ

／
Ｃ

）
＝

4
.1

・
事

業
実

施
に

向
け

て
地

元
自

治
体

等
関

係
者

と
調

整
を

図
っ

て
い

る
。

２
．

県
へ

の
意

見
照

会
結

果

・
鳥

取
県

知
事

の
意

見
：

事
業

の
「

継
続

」
と

い
う

対
応

方
針

に
つ

い
て

異
存

あ
り

ま
せ

ん
。

１
．
今
後

の
対
応
方
針
（
原
案
）

【
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

】

②
事

業
の

進
捗

の
見

込
み

の
視

点

①
事

業
の

必
要

性
等

の
視

点
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２
．
日
野
川
の
概
要

・
日

野
川

は
、

そ
の

源
を

広
島

・
島

根
の

県
境

に
位

置
す

る
三

国
山

（
標

高
1
,0

0
4
m

）
に

発
し

、
印

賀
川

や
俣

野
川

等
の

支
川

を
合

わ
せ

、
下

流
で

法
勝

寺
川

と
合

流
し

、
日

本
海

（
美

保
湾

）
に

注
ぐ

、
流

域
面

積
８

７
０

ｋ
ｍ

２
、

幹
川

流
路

延
長

７
７

ｋ
ｍ

の
一

級
河

川
で

あ
る

。

【
日

野
川

の
諸

元
】

流
域

面
積

：
8
7
0
k
m

2

幹
川

流
路

延
長

：
7
7
k
m

山
地

面
積

比
率

：
約

9
2
％

流
域

内
人

口
：

約
６

万
人

(※
)

ひ
の

が
わ

み
く

に
や

ま
い

ん
が

が
わ

ほ
っ

し
ょ

う
じ

が
わ

ま
た

の
が

わ

み
ほ

わ
ん

鳥
取
県

岡
山
県

広
島
県

島
根
県

山
口
県

※
出

典
：

平
成

２
８

年
３

月
策

定
日

野
川

水
系

河
川

整
備

計
画

【
国

管
理

区
間

】
引

用
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２
．
日

野
川

の
河

川
環

境
に
関

す
る
現

状
と
課

題

①
日

野
川

の
河

川
敷

は
公

園
緑

地
、

野
球

場
、

ラ
グ

ビ
ー

・
サ

ッ
カ

ー
コ

ー
ト

、
グ

ラ
ン

ド
ゴ

ル
フ

場
等

に
利

用
さ

れ
、

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

マ
ラ

ソ
ン

、
全

日
本

ト

ラ
イ

ア
ス

ロ
ン

大
会

等
の

各
種

ス
ポ

ー
ツ

や
イ

ベ
ン

ト
の

場
と

し
て

親
し

ま
れ

て
い

る
。

②
一

方
、

雑
草

が
繁

茂
す

る
等

に
よ

り
、

水
辺

に
近

づ
き

に
く

く
、

子
ど

も
の

環
境

学
習

や
河

川
利

用
の

促
進

の
場

と
し

て
安

全
に

利
用

で
き

な
い

箇
所

も
あ

る
。

①
水

生
生

物
調

査
①

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

マ
ラ

ソ
ン

①
ト

ラ
イ

ア
ス

ロ
ン

①
グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ

法
勝
寺
川

②
安

全
に

水
辺

を
利

用
で

き
な

い
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―
豊

か
な
自

然
と
歴

史
を
継

承
し
、
人

と
川

と
の

ふ
れ

あ
い
・
学

び
の

場
を
は

ぐ
く
む
―

○
河
川
環
境
に
関
す
る
目
標
（
日
野
川
水
系
河
川
整
備
計
画
（
国
管
理
区
間
）
抜
粋
）

●
多
く
の
地
域
住
民
に
利
用
さ
れ
、
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
日
野
川
の
河
川
空
間
利
用
の
状
況
を
踏

ま
え
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
環
境
学
習
、
イ
ベ
ン
ト
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
等
、
水
辺
空
間
と
の
ふ

れ
あ
い
を
体
験
で
き
る
施
策
を
関
係
機
関
や
地
域
住
民
と
連
携
し
て
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
と
河
川

と
の
関
係
の
構
築
に
努
め
る
。

●
ま
た
、
地
域
住
民
の
日
常
の
暮
ら
し
や
歴
史
・
文
化
・
風
土
を
形
成
し
て
き
た
日
野
川
の
恵
み
を
活
か

し
つ
つ
、
自
然
と
の
交
流
を
育
み
、
水
と
緑
の
オ
ー
プ
ン
空
間
と
し
て
快
適
で
安
全
に
利
用
で
き
る
河
川

空
間
の
維
持
及
び
形
成
に
努
め
る
。

人
と
河
川
の
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
の
場
の
確
保

２
．
日

野
川

の
河

川
環

境
に
関

す
る
目

標
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日
野

川

法勝寺川

３
．
総
合
水
系
環
境
整
備

事
業
（
全
体
）
の
事
業
箇
所
と
内
容

事
業
名

市
事
業
年
度

事
業
内
容

事
業
費

（
百
万
円
）

評
価
手
法

ア
ン
ケ
ー
ト

実
施
年
度

水
辺
整
備

福
市
箇
所
水
辺
整

備
米
子
市

（
計
画
中
）

高
水
敷
整
正
、
ワ
ン
ド
、
坂
路
等

22
7

C
VM

H
29

福
市
箇
所
の
位
置

福
市
箇
所
水
辺
整
備

福
市
箇
所
の
位
置
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４
．
個
別
事
業
の
必
要
性
（
福
市
箇
所
水
辺
整
備
）

・
福
市
箇
所
で
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
法
勝
寺
川
、
小
松
谷
川
を
中
心
と
す
る
ふ
る
里
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

・
地
域
住
民
は
、
法
勝
寺
川
堤
防
の
桜
並
木
の
適
正
な
管
理
及
び
自
主
的
な
環
境
美
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

・
地
域
団
体
も
子
ど
も
の
環
境
学
習
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
交
流
及
び
学
習
の
場
の
整
備
を
期
待
し
て
い
る
。

・
幅
広
い
世
代
の
憩
い
の
場
、
子
ど
も
達
の
水
に
親
し
む
場
の
整
備
を
期
待
す
る
意
見
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

・
今
後
も
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
、
日
常
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
利
用
が
見
込
ま
れ
る
。

○
地

域
住

民
に
よ
る
法

勝
寺

川
清

掃
活

動
○

地
域

団
体

主
催

の
環

境
学

習
○
法
勝
寺
川
で
の
環
境
学
習

○
福
市
箇
所
水
辺
整
備
位
置

○
福

市
箇

所
水

辺
整

備
に
対

す
る
主

な
意

見
（
Ｈ
２
９
年

８
月

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結

果
）

幅
広

い
世

代
に
親

し
ま
れ

る
河

川
に
な
る
の

で
あ
れ

ば
、
こ
の

事
業

に
賛

同
し
ま
す
。
工

事
や

事
業

に
つ
い
て
の

説
明

を
き
め
細

や
か

に
行

っ
て
欲

し
い
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
安
全
安
心
に
遊
べ
る
場
所
が
増
え
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
早
期
に
実
現
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

河
川
敷
が
整
備
さ
れ
、
市
民
の
憩
い
の
場
・
子
ど
も
達
の
水
に
親
し
む
場
に
な
る
事
は
大
変
有
意
義
な
事
だ
と
思
い

ま
す
。

近
く
に
小

学
校

、
保

育
園

が
あ
る
の

で
教

育
の

場
と
し
て
、
ま
た
団

地
等

も
あ
る
の

で
家

族
や

子
供

会
等

で
利

用
出

来
る
の
で
良
い
と
思
う
。

子
ど
も
が

安
全

に
遊

び
な
が

ら
、
水

に
親

し
め
る
場

所
が
ほ

と
ん
ど
無

い
た
め
、
こ
う
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
希

望
が

多
け

れ
ば

、
速

や
か

に
事

業
を
推

進
し
て
欲

し
い
。
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整
備

目
的

：
水

辺
を

整
備

す
る

こ
と

で
、

子
ど

も
の

環
境

学
習

や
河

川
利

用
の

促
進

の
場

と
し

て
安

全
な

水
辺

の
利

用
を

図
る

。
整

備
内

容
：

高
水

敷
整

正
、

ワ
ン

ド
、

坂
路

等
事

業
進

捗
の

見
込

み
：

事
業

実
施

に
向

け
て

地
元

自
治

体
等

関
係

者
と

調
整

を
図

っ
て

い
る

。
地

域
住

民
等

も
事

業
計

画
を

議
論

す
る

た
め

の
協

議
会

等
の

設
立

に
向

け
、

協
力

的
で

あ
り

、
法

勝
寺

川
を

中
心

に
環

境
美

化
活

動
を

実
施

し
て

い
る

な
ど

、
今

後
、

円
滑

な
事

業
の

進
捗

が
見

込
ま

れ
る

。

４
．
個
別
事
業
の
整
備
内

容
、
進
捗
の
見
込
み

【
水

辺
整

備
】

福
市

箇
所

水
辺

整
備

（
計

画
中

）

【
整

備
後

】

【
整

備
前

】

【
課

題
】

・
河

川
敷

に
は

雑
草

が
繁

茂
し

て
い

る
等

に
よ

り
、

水
辺

に
近

づ
き

に
く

く
、

散
歩

し
づ

ら
い

・
現

在
の

川
岸

と
水

辺
の

段
差

が
大

き
く

に
近

づ
き

に
く

い
た

め
、

教
育

の
場

と
し

て
活

用
で

き
な

い

・
雑

草
が

繁
茂

し
て

い
る

等
に

よ
り

、
水

辺
の

眺
め

が
よ

く
な

い

【
整

備
後

の
活

用
イ

メ
ー

ジ
】

・
遊

歩
道

、
広

場
等

の
整

備
に

よ
り

、
散

歩
や

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
場

と
し

て
活

用
で

き
る

よ
う

に
な

る

・
水

辺
に

近
づ

き
や

す
く

な
り

、
子

供
の

環
境

学
習

の
場

と
し

て
活

用
で

き
る

よ
う

に
な

る

・
沿

川
の

土
地

利
用

な
ど

と
調

和
し

た
良

好
的

な
水

辺
景

観
が

形
成

さ
れ

る

法
勝
寺
川

整
備
後
イ
メ
ー
ジ

（
富

吉
箇

所
）

○
水

辺
の

整
備

イ
メ
ー
ジ
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●
費

用
便

益
比

総
括

表

日
野

川
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業

金
額

単
位

：
百

万
円

項
目

再
評

価

事
業

全
体

便
益

額
7
6
8

（
B
）

便
益

7
6
4

残
存

価
値

4

費
用

1
8
9

（
C
）

事
業

費
1
8
6

維
持

管
理

費
3

費
用

便
益

比
（

B
/
C
）

4
.1

５
．
費

用
便

益
分

析
結

果
（
総

括
表

）

※
総

便
益

・
総

費
用

は
社

会
的

割
引

率
（

４
%

）
を

用
い

、
現

在
価

値
化

し
た

値
。
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前
回

評
価

時
と

の
比

較
表

事
項

前
回
評
価

今
回
評
価

備
考

（
Ｈ
２
６
再
評
価
）

（
Ｈ
２
９
再
評
価
）

事
業
諸
元

及
び

事
業
期
間

【
水
辺
整
備
】

福
市
箇
所
水
辺
整
備

（
計
画
）

高
水
敷
整
正
、
ワ
ン
ド
、
坂
路
等

【
水
辺
整
備
】

福
市
箇
所
水
辺
整
備

（
計
画
）

高
水
敷
整
正
、
ワ
ン
ド
、

坂
路
等

全
体
事
業
費

(
百
万
円
)

2
2
7

(
消
費
税
含
む
）

2
2
7

(
消
費
税
含
む
）

総
便
益
（
Ｂ
）

（
百
万
円
）

8
2
4

7
6
8

T
C
M
か
ら
C
V
M
に
手
法
を
変
更

総
費
用
（
Ｃ
）

（
百
万
円
）

2
0
3

(
消
費
税
含
む
）

1
8
9

（
消
費
税
控
除
）
※

費
用
便
益
比

（
Ｂ
/
Ｃ
）

4
.
1

4
.
1

【
参
考
１
】

前
回
と
の
比
較

※
平

成
2
8
年

4
月

5
日

事
務

連
絡
「
費
用

便
益
分

析
の
費

用
算
定

に
お
け
る
消

費
税

の
取

り
扱

い
に
つ
い
て
（
通

知
）
」
に
基
づ
き
消

費
税

を
控

除
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・
参

考
と

し
て

残
事

業
費

、
残

工
期

、
便

益
を

個
別

に
±

1
0
%

変
動

さ
せ

て
、

費
用

便
益

比
（

B
/
C
）

を
算

定
し

、
感

度
分

析
を

行
っ

た
。

＜
Ｂ

／
Ｃ

算
定

ケ
ー

ス
（

基
本

１
ケ

ー
ス

、
感

度
分

析
６

ケ
ー

ス
＞

【
参
考
２
】

感
度
分
析
（
再
評
価
）

＋
1
0
％

－
1
0
％

＋
1
0
％

－
1
0
％

＋
1
0
％

－
1
0
％

全
体

事
業

費
用

便
益

比
(B

/
C
)

再
評

価
4
.1

3
.7

4
.5

4
.0

4
.1

4
.5

3
.7

基
本

残
事

業
費

残
工

期
便

益

- 14 -



C
V
M

（
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
支

払
意

思
額

の
調

査
）

総
便

益
【

B
】

調
査

範
囲

の
設

定
（

プ
レ

テ
ス

ト
調

査
結

果
）

年
便

益
の

算
定

残
存

価
値

の
設

定

総
便

益
【

B
】

の
算

定

総
事

業
費

の
算

定

維
持

管
理

費
の

設
定

総
費

用
【

C
】

の
算

定

費
用

便
益

比
【

B
/
C
】

の
算

定

総
費

用
【

C
】

（
１

）
費

用
便

益
比

（
B
/
C
）

算
定

の
流

れ 費
用
便
益
比
（
B
/
C
）
算
定
の
流
れ

【
参

考
３
】

費
用
便
益
分

析
（
算
定
方
法
）

福
市

箇
所

水
辺

整
備

今
回

調
査

福
市

箇
所

水
辺

整
備

今
回

調
査
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【
参

考
３
】
費
用
便
益
分
析
（
福
市
箇
所
水
辺
整
備
）

事
業

箇
所

か
ら

の
距

離
km

１人あたりの来訪頻度
（回/年/人）

4k
m

事
業

箇
所

へ
の

来
訪

頻
度

に
つ

い
て

、
４

ｋ
ｍ

以
降

一
人

あ
た

り
の

来
訪

頻
度

は
低

下
傾

向
が

見
ら

れ
た

。

■
調

査
範

囲
（

ア
ン

ケ
ー

ト
配

布
範

囲
＝

便
益

集
計

範
囲

）
の

設
定

C
V

M

図
-
1

距
離

別
事

業
箇

所
へ

の
来

訪
頻

度

：
市

町
村

界

：
河

川

：
事

業
箇

所

：
便

益
集

計
範

囲

福
市

箇
所

4k
m

○
対

象
市

町
村

（
事

業
箇

所
か

ら
4
㎞

圏
内

）
米

子
市

、
伯

耆
町

、
南

部
町

福
市

箇
所

水
辺

整
備

目
標

回
答

数
3
7
5

配
布

数
2
3
9
4

回
収

数
6
6
6

回
収

率
2
7
.8

%

有
効

回
答

数
3
4
5

有
効

回
答

率
5
4
.1

%

【
ア
ン
ケ
ー
ト
回

収
率

・
有

効
回

答
率

】

（
２

）
C
V
M

（
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
支

払
意

思
額

の
調

査
）

【
支

払
意

思
額

（
全

体
事

業
）
】 今
回

評
価

(H
2
9
)

支
払

意
思

額
(全

体
事

業
)

2
1
3

円
/
月

/
世

帯
数

受
益

世
帯

数
1
5
,8

9
8
世

帯
(H

2
7
国

勢
調

査
)

年
便

益
4
1
百

万
円

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

0
5
0
0

1
,0
0
0

1
,5
0
0

2
,0
0
0

2
,5
0
0

3
,0
0
0

賛同率
支

払
意

思
額

（
円

/
月
/
世
帯
）

実
測
値

推
定
曲

線

2
1
3
円

/
月

/
世

帯

全
体

事
業

（
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

）
【

水
辺

整
備

】
福

市
箇

所
水

辺
整

備
【

全
体

事
業

】
支

払
意

思
額

（
W

T
P
）

＝
2
1
3
円

/
月

/
世

帯
（

全
体

事
業

）
、

受
益

世
帯

数
＝

1
5
,8

9
8
世

帯
年

便
益

4
1
百

万
円

/
年

（
＝

2
1
3
円

/
月

/
世

帯
×

１
２

ヶ
月

×
1
5
,8

9
8
世

帯
）
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日野川総合水系環境整備事業

〔鳥取県への意見照会と回答〕
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（別紙）

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

千代川総合水系環境整備事業 継続

日野川総合水系環境整備事業 継続

■ご意見の送付期限　：　平成２９年１１月２０日（月）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先・お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　藤原　（内線：３１５３）

　　　　　施策分析評価係長　守川　（内線：３１８６）

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

　　〒730-8530　広島市中区上八丁堀6-30 広島合同庁舎２号館

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る対応方針（原案）を
　作成するためのものです。
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